
第 1336 回例会 平成 27 年 1 月 14 日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1.）点      鐘 

2.）♪ロータリーソング『我らの生業』 

3.）４つのテスト                  

4.）会長の挨拶   

5.）幹事報告      6.）出席報告 

7.)ハッピーＢＯＸ披露 

8.）委員会報告  

9.）会員卓話「荒武義博君・村上實君」 

10.）＜ＳＡＡ次週 21 日例会案内＞ 

  ☆新年家族バザー懇親会☆ 18:30～ 

11.) 点     鐘 

第 1335 回例会記録 平成 26 年 1 月 7 日（水） 

■会長の時間       ●会長 原田宗忠君 

皆さんこんにちは、私

の年度も後半分となり

ました。最後まで頑張

ってまいりたいと思い

ます。お正月は皆様色

んな所にご家族と出掛

け、おせち料理やお餅

も沢山召し上がったの

ではないかと思います。本日は正岡君が起こし下さい

ましたので近況などを話して頂きたいと思いますの

で後ほどバトンタッチしたいと思います。今年は未年

です。由来を少しお話したいと思います。羊という文

字自体は良い意味の文字に使われている事が多いで

すね。干支の「未」は、『漢書 律暦志』では、「昧

曖（まいあい）」の「昧」と記され・食物が茂って「暗

い」 ・果実が熟した状態「味（み）」を指すと言わ

れます。後に、覚えやすくするために動物のヒツジが

使われるようになりました。象形文字で木の枝葉の茂

った様を表す「未」ですが、未の月にあたる６月は、

様々な作物が成熟する大切な季節です。「未」の字に

は、豊作への願いがこめられているそうです。私の話

はここまでと致します。正岡君お願い致します。 

               ●正岡文郁君 

皆様明けましておめでとう御座います。昨年 1 年間体

調を崩してしまい、長期欠席をさせて頂き申し訳なく 

思っております。入会後 20 年は１００％出席を通す

ことが出来ましたが、や

はり例会への出席は最も

大切でありますから今後

は皆様と共に出席に努め

て参りたいと思いますの

でどうぞ宜しくお願い致

します。 

佐土原ロータリークラブは確実に成長しております

から皆様自信を持って会員増強も行って頂きたいと

思います。 

■幹事報告        幹事●長倉 祐一郎君 

＜報告事項＞ 

＊2015－2016 年度地

区委員のご推薦のお願

い 

 出来れば、パスト会

長・ベテランメンバー

のご推薦をお願い致し

ます。1 月 15 日締め切

り。万一無理な場合は

セミナー当日参観研修をお願い致します。 

＊第 79 回 歯車会ゴルフコンペのご案内 

 日時  平成 27 年 2 月 15 日（日） 

     集合時間  9 時 30 分 スタート 10 時 

     場所    ＵＭＫカントリークラブ 

     参加費   2.000 円 

     プレー料金 10.000 円 

＊次期会長･幹事～次年度に向けての次期主要行事 

  2015.2.4（水）～宮崎県中部部分区勉強会 

2015.2.14（土）（日）～野中ガバナー年度地区チ

ーム研修セミナー 

2015.3.7～8（土）（日）～会長エレクト研修セミ

ナー（ＰＥＴＳ） 

2015.5.24（日）～地区研修協議会野口記念会館 

公式訪問予定～佐土原ＲＣ＝2015.9.2（水）（昼） 

■出席報告           ●中武幹雄君 

会員数＝24名（免除 2名） 出席率＝78.2％ 

出席数＝18 名 メイク届＝0 名 

欠席届＝6 名 修正～率＝81.8％ 

         2014～2015        国際ロータリー第 2730地区 

         週報 佐土原ロータリークラブ 
          会 長：原田宗忠  副会長 ：日高邦孝    RI2730地区ガバナー 田中 俊實 

          幹 事：長倉祐一郎 会 計 ：竹下 隆   中部分区ガバナー補佐  押川 弘巳 

          事務局：吉野由里子 会報委員：藤堂孝一   RI会長テーマ  ロータリーに輝きを 

          例 会 場：ｼｪﾗﾄﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｵｰｼｬﾝﾘｿﾞｰﾄ 5階   

          例会場住所：宮崎市山崎町浜山〒880-8545  クラブテーマ『ワン ブリング ワン』 

          例会場 TEL :0985-21-1133・FAX 0985-21-1024     

          事務局住所：宮崎市佐土原町下田島 11703-18 TEL0985-62-7833 FAX0985-62-7877    

RI テーマ 

ロータリーに輝きを 

 



■ハッピーBOX 披

露       ●

日高 邦孝君 

＜30 周年基金へ＞ 

●長倉祐一郎君～今

年も頑張ってみよ

う！！ 

●太田 忍君～新年

明けましておめでとうございます。今年もよろしくお

願いします。ロータリーを楽しみましょう！「全文英

語でした・・」 

●中武幹雄君～あけましておめでとうございます。今

年もよろしくお願い申し上げます。体に気をつけまし

ょう。 

●ひばり野隆春君～本年も宜しくお願い致します。 

●藤堂孝一君～新年明けましておめでとうございま

す。佐土原ＲＣの発展を祈念して。 

●吉田康一郎君～新年初回の例会をシェラトンで行

う事が出来てハッピーです。 

●日高邦孝君～皆さん明けましておめでとうござい

ます。今年は 30 周年に向けて会員増強を実行に移し

て行きましょう！ 

●宮原建樹君～新会場での初例会。今年もどうぞよろ

しくお願い致します。 

●正岡文郁君～お久しぶりです。どうぞよろしく。 

●柳田光寛君～1 年の初めに良い事をするとづ～っと

良いことが続くかな～今年もよろしくお願いします。 

●林 厚雄君～新年明けましておめでとうございま

す。新例会場で又。新しいスタートですね！心も体も

切り替えて新しい佐土原クラブを目指して行きまし

ょう！！ 

●田邉揮一朗君～新年あけましておめでとうござい

ます。今年もよろしくお願い致します。 

●荒武義博君～明けましておめでとうございます。 

  今年も良い年であります様に。 

●竹下 隆君～新年あけましておめでとうございま

す。今年も会員の皆様 全員健康で過ごせます様に！ 

●原田宗忠君～本年もよろしくお願い致します。 

＜財団へ＞ 

●岩切 正司君～今年も例会出席に励みましょう。 

♪1 月のセレモニー♪ 

1 月誕生月～正岡文郁君（21 日生） 

☆   〃  ～田邉揮一朗君（13 日生） 

☆   〃  ～原田宗忠夫人裕子さん 

☆   〃  ～竹下 隆夫人淳子さん 

☆   〃  ～ひばり野隆春夫人まみ子さん 

 

 

♪皆さまおめでとうございます♪ 

■会員卓話           ●吉田康一郎君 

先ずはこの場を借

りまして、21 日の

新年会会場の件の

報告と歯車会参加

協力のお願いをさ

せて頂きます。先週

の例会後に籾田君

に案内していただ

き数名でここ 42階

の会場等を視察して参りました。雰囲気と眺めは最高

ですし、バザーの品物を置く場所も十分にありますの

で、こちらで行うことに致します。当日はご家族連れ

で多くのご参加をお願い致します。上入佐君に続いて

籾田会員には益々尽力頂くことになりそうですがど

うぞよろしくお願いします。歯車会の再度実施の案

内が来ておりますが、今回も日曜日という事でプレ

ー料金も高くはなりますが参加協力したいと思い

ますので宜しくお願い致します。 

それでは卓話に入らせていただきます。今日は何を

お話しようかと色々と考えましたが、旅行の話をさ

せて頂きます。知人の経営する居酒屋が三重県の伊

勢神宮の近くにあると言う事で伊勢神宮参りを兼

ねて行って参りました。今日はその伊勢神宮につい

て少しお話させて頂きます。伊勢神宮は、三重県伊

勢市にある神社ですが、正式名称は地名の付かない

「神宮」です。これは他の神宮と区別するためだそ

うです。「伊勢の神宮」と呼ぶこともあり親しみを

込めて「お伊勢さん」「大神宮さん」とも呼ばれて

いますね、神社本庁の本宗である。二十二社（上七

社）の一社。また、神階が授与されたことのない神

社の一社、古代においては宇佐神宮、中世において

は石清水八幡宮と共に二所宗廟の 1 つとされたそう

です。明治時代から戦前までの近代社格制度におい

ては、すべての神社の上に位置する神社として社格

の対象外とされたという事です。仲間を集いここに

いる数名の仲間も一緒に行く事が出来て大変有意

義な旅行でした。 

次週予告 

1 月 21 日 新年家族懇親会 シェラトン 42 階 

1 月 28 日  会員卓話 「竹下 隆君」 

2 月 4 日 フォーラム奉仕プロジェクト委員会 

2 月 11 日 特別休会 

2 月 15 日 歯車会 ＵＭＫカントリークラブ 

2 月 18 日 会員卓話 「田邊揮一郎君」 

2 月 25 日 会員卓話 「鸙野隆春君」 

 

４つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

１. 真実かどうか。 

２. みんなに公平か。 

３. 好意と友情を深めるか。 

４. みんなのためになるかどうか。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%8B%A2%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%90%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE%E6%9C%AC%E5%BA%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E5%8D%81%E4%BA%8C%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E9%9A%8E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E4%B8%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E6%B8%85%E6%B0%B4%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%AE%AE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%BB%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E5%89%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BF%91%E4%BB%A3%E7%A4%BE%E6%A0%BC%E5%88%B6%E5%BA%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E6%A0%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E6%A0%BC

